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Cis AB 型は AB 型の稀な変異型で， A と B が分離せずに遺伝し， B 抗原が弱く血清中に抗B が存
在するという特徴を持つ o 1964年以来数十家系報告されているが Cis AB抗原の構造は不明で、ある。




























図表の通り，本家系に Cis AB 型 5 人が見つかった。
Cis AB血球は力価256の抗A血清では128倍稀釈(表現型が AIBの場合は 256倍稀釈)まで，抗B
血清では32倍稀釈まで凝集した。
血清中の抗B は正常B血球に対し力価 4~6 を示したが自己ならびに他の Cis AB血球を凝集せず，
ウサギB血球で吸収された。
5 人とも Le ( a -)で分泌型であるが，通常の凝集阻止法では唾液中に A及びH物質は証明される
がB物質は証明できなかった。しかし，唾液で吸収した稀釈抗B血清は Cis AB 血球を凝集しなかっ
た。次に，毛髪と力価 256 の抗B血清を反応させ550C で解離を行ったがB 型や AB 型の場合と異って




α-galactosidase を 3TC で 4 時間 Cis AB血球に作用させると， B*活性が消失し H活性が 4 倍に上昇し
た O 一方，ヒトの B (B 1 B IB m) ， ウサギの B (B IB m) ， モルモットの B (B 皿)なる部分抗原
組成を利用して作ったニワトリ抗B 1 ，抗B II ，抗B 皿血清を Cis AB 血球と反応させると，抗B 1 
によってのみ凝集が起った。
〔総括〕
1 )本家系には Cis A2B* 5 人が見出され， うち 1 人の表現型は A1B* であった。異常な遺伝様式は，
Cis A2 B*の因子型を A2B*/O と考えると説明できる。
2) B*抗原は弱く，血清中にはウサギB血球で吸収される抗B がある。この抗体は Cis AB血球を凝
集しない。
3) Cis AB 抗原は赤血球の他，唾液，毛髪，尿中の脱落上皮にも証明される。
4 )抗 B*抗体がヒト B血球で吸収されること， Cis AB血球の ιgalactosidase処理により B*活性の
喪失と H活性の増強が起ることから， B*は正常の B物質の少糖鎖を持つと思われるが，部分抗体B
II ，抗Bm とは反応しない。このことは，ヒト B物質が Type 1 と Type II の糖鎖を持つのに対し
ウサギB物質がFucose なき Type II鎖のみを持つことが知られているので， B*が Type II 鎖を欠き，
従って血清中の抗B がこの糖鎖に向けられていることを示唆する。ハプトグロピン遺伝子からの類
推で，遺伝子内非相同交叉により A-B fused gene が生じ， A -B hybrid enzyme が作られたと考え
る。この glycosyltransferase は N-acetylgalactosaminy lt ransferase として働くが， Type II 鎖の H
物質を galactose receptor として認識できず Type 1 の H物質にのみ galactose を転移するのであろ
う。こうして B とは質的にも量的にも異る B* が生合成されるのではないかと思われる。
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論文の審査結果の要旨
Cis AB は A と B が分離せずに遺伝する特異なものである。本論文は，この Cis AB を持つ一家系に
ついて調査し，三世代にわたってんB が分離せず、に遺伝することを確かめるとともに，この AB 抗原
特に弱い B(以下B *)抗原および血清中に存在する抗B凝集素について血清学的特徴を調べたもので
ある。
その結果， 1) この抗B はいずれの Cis AB とも反応しない， 2) 抗B平(ニワトリを免疫して得た
抗 B申)はヒト B 抗原で吸収される， 3) Cis AB* 抗原は血球の他，唾液，毛髪，尿中脱落上皮細胞
など体系且織にも証明される， 4) Cis AB*血球を α-galac tosidase で処理すると， B事活性は消失し H
活性が増強する。 5) B本抗原は部分抗体B IT , Bffi とは反応しない。などの諸点を明らかにし， Cis 
AB の解明に新知見を提供したものであり，高く評価される。
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